
■日時：

2020年2 月23日（日曜日）14:00～16:00

多文化に対応できる看護職を育成する

文化看護学会研究活動推進委員会主催研修会のご案内

■プレゼンター：

二見茜先生
（東京医科歯科大学医学部附属病院国際医療部副部長）

文化看護学会 http://scns.kenkyuukai.jp/

■テーマ：

■注意事項：
1）参加希望者は，配布資料印刷のため，できる限りお名前を下記にお知らせください．
2）文化看護学会の非会員の方でも参加できます．
3）使用言語は日本語です．

■お問い合わせ先：
文化看護学会 研究活動推進委員会委員長 法橋尚宏
（電子メール：naohiro@hohashi.org）

■参加費：
文化看護学会会員（無料） 非会員（1,000円）

東京都文京区湯島1-5-45
JR御茶ノ水駅（中央線，総武線）徒歩5分，地下鉄御茶ノ水駅（丸の内線）徒歩2分，
地下鉄新御茶ノ水駅下車（千代田線）徒歩7分

■場所：
東京医科歯科大学図書館内アクティブラーニング室（M&Dタワー4F）

地域で暮らす外国ルーツの人々，旅行など短期滞在で来日する外国人が増加し，
医療機関や行政機関，学校等で看護職が外国ルーツの人々に接する機会も増えて
います．そして，2020年には，東京オリンピック・パラリンピックが開催され，
世界中の人々が来日します．
看護職がこれまで習ったことのない，言葉の壁，異なる文化を尊重して，外国人
患者さんに対応するにはどうしたら良いのでしょうか？ また，看護教育では，
どのように取り入れていったら良いのでしょうか？
外国人診療の最前線で活躍する講師に，お話を伺います．

聖母大学看護学部（現・上智大学人間科学部看護学科）
国際看護学専攻卒業．東京医科歯科大学大学院（医療政策学）
卒業．国立国際医療研究センターを経て，2018年4月に
東京医科歯科大学医学部附属病院で国際医療部を開設．
多文化・多言語に対応した，外国人患者受け入れ体制整備に
関する研修を全国の医療機関・大学で行なっている．
看護展望で「外国人患者さんが病棟にやってきた」を連載中．


